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日本ハンドボール協会（JHA）について



日本ハンドボール協会（JHA）について

■概要
団体名：公益財団法人日本ハンドボール協会 ／ Japan Handball Association （略称 JHA）
設立：1938年
活動内容：ハンドボール競技界の統括・競技の普及及び振興

・ハンドボール競技の強化、普及、振興に向けた活動
・ハンドボール全国大会の開催
・ハンドボール世界大会の開催
・ハンドボール日本代表の強化、運営 など

男子日本代表『彗星JAPAN』 女子日本代表『おりひめJAPAN』









ハンドボール協会の課題



スポーツ協会の収益構造
 スポーツ協会の収益で一番大きいのは、放映権
 国際競争力が弱い競技は、放映権収入がほぼなく、協会運営に苦しむことになる

スポーツ協会
収益構造

・登録金/支援金
競技者の登録金や
リーグ加盟企業からの支援金など

・スポンサー
スポンサーからの収入

・放映権
TVやネットなどの放映権収入
（マイナースポーツの放映権
収入は、ほぼゼロ）

・チケット/グッズ
試合の観戦チケットや
グッズ販売による収入

・補助金



ハンドボール協会の費用内訳
 ハンドボール協会の費用で一番大きいのは、強化費。次に指導普及関係の費用が続く。
 協会の収益力増加のための費用は、ほとんど存在していない。人材も採用できない状況。

スポーツ協会
収益構造

・強化/指導普及費用
日本代表選手の合宿/強化試
合、コーチ研修、選手育成など

・競技審判
競技運営に関する費用、審
判研修など

・その他
広報・マーケティング関連
新規事業など

・日本リーグ
日本ハンドボールリーグに
関する費用

・管理費



日本ハンドボール協会の戦略



 JHAは、日本代表のみならず、小学生からマスターズまでの全カテゴリーの大会を管轄
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日本代表

日本リーグ

社会人

大学生

高校生

中学生

小学生

JHAが主催する主な国内大会（2019年度）
開催期間 カテゴリー 大会名 場所

2019/05/08 〜 2019/05/12 社会人 全日本社会人選手権 福井県
2019/06/17 〜 2019/06/17 日本代表 JAPAN CUP 2019 (女子) 東京都
2019/06/19 〜 2019/06/19 日本代表 日韓定期戦 東京都
2019/06/20 〜 2019/06/22 日本代表 JAPAN CUP 2019 (男子) 東京都
2019/07/13 〜 2020/03/01 日本リーグ 日本ハンドボールリーグ 各地
2019/07/20 〜 2019/07/21 ビーチハンドボール 全日本ビーチハンドボール選手権大会 愛知県
2019/08/01 〜 2019/08/05 小学生 全国小学生大会 京都府
2019/08/02 〜 2019/08/04 社会人 全日本マスターズ大会 北海道
2019/08/04 〜 2019/08/09 高校生 全日本高校選手権大会 熊本県
2019/08/12 〜 2019/08/15 中学生 全国中学生クラブチームカップ 大阪府
2019/08/20 〜 2019/08/23 中学生 全国中学校大会 兵庫県
2019/08/23 〜 2019/08/25 高校生 全国高等専門学校選手権大会 山口県
2019/10/03 〜 2019/10/07 全て いきいき茨城ゆめ国体2019 茨城県
2019/11/08 〜 2019/11/12 大学生 全日本学生選手権 宮城県
2019/11/09 〜 2019/11/10 車椅子ハンドボール 日本車椅子ハンドボール競技大会 徳島県
2019/11/19 〜 2019/11/24 全て 日本選手権大会（男子） 東京都
2019/12/06 〜 2019/12/08 社会人 全日本マスターズハンドボールシニア大会 熊本県
2019/12/24 〜 2019/12/28 全て 日本選手権大会（女子） 広島県
2020/03/24 〜 2020/03/29 高校生 全国高校選抜大会 埼玉県/千葉県
2020/03/25 〜 2020/03/29 中学生 春の全国中学生選手権大会 富山県





 無人AIカメラ「Pixellot」を用いたインターネットライブ中継をスタート
 将来、全ての試合のインターネットライブ中継および新しいサービスの展開を目指す
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無人AIカメラ「Pixellot」を用いたインターネットライブ中継を実施
 インターネット配信により、あらたな視聴方法を提供
 視聴に対する数値データの取得が可能に
 ４つの無人AIカメラでコートの全てを撮影し、画像認識技術と組み合わせることで、特定の選手のみを
表示し続けるサービスなどへの展開も可能に

 NTT西日本との提携でAIカメラを山鹿市総合体育館（熊本県）に常設し、AIカメラを活用したスポーツ
映像配信事業に関する共同実証実験を実施







 スポーツ庁のご支援のもと、スポーツビジネスビルドを実施
 様々な企業とハンドボール界とのコラボ実現を目指す
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本日はありがとうございました


